
令和３年度　都城市立縄瀬小学校　学校評価報告書

　　　　　　　　　　　　　４　期待以上　３　ほぼ期待通り　２　やや期待を下回る　１改善を要する
１　　学校の教育目標「自ら学び、豊かな心とたくましく生き抜く力をもち、ふるさとを愛する児童の育成」
２　　めざす児童像「自ら進んで学ぶ子」「礼儀正しくやさしい子」「心身ともにたくましい子」

３　　めざす学校像「落ち着きのある学校」「安心・安全な学校」「美しい学校」

４　　めざす教師像「分かる授業を行う教師」「人間性豊かな教師」「覇気のある教師」

学校運営協議会委員意見等
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○　食育について、家庭にも教えてもらえるので、わた
したちも勉強になり、学ばせてもらっている。
○　欠席０の日が継続できているのはすばらしい。学
校と家庭で共通した認識で取り組み、まだまだに記録
を伸ばしてほしい。
○　子どもたちの体力が低下しないように体育授業を
充実し、健康な体づくりに一層がんばってほしい。
○　すばらしい取組である。
○　個人差はあると思うが、先生方の指導が良かった
のと子どもたちの努力がすばらしい。
○　全員で同じ目標に向かって進む行動はすばらしい
と思う。
○　立腰体操の実施によっていろいろな結果が得ら
れ、良かったと思う。これからも続けてほしい。
○　保育園は遊びが基本ですので、その中で、剣玉は
体幹を鍛える。遊びながら体や心を鍛え、成長するこ
とを願っている。オリンピック柔道選手も体幹を鍛える
ために剣玉をしていたようだ。学校でも学級の隅に２つ
でも置いて、休み時間にでもできるように配置してもら
えると、リラックスしながら鍛えることもできるのかなと
思う。
○　欠席０の取組、目標達成して継続してほしい。
○　先生方の指導の取組で、少しでも体力向上ができ
ているとのことで良かったと思う。

＜学校経営ビジョン＞　生きる力を育むために、「学ぶ楽しさを知り、自ら進んで実践する教育」を学校経営の基調とし、小規模校の特性を生かした個に応じた指導
の充実及び社会性を育てるための集団活動の充実を通して、人間力あふれる子どもの育成に努める。
①「分かる・できる」授業が展開される教室　②気持ちのよいあいさつ・返事の響く学校　③「元気な心」と「元気な身体」の児童を送り出す家庭　④風通しよく、笑顔
あふれる職員室　⑤我が子と同じように、厳しく温かく関わる地域を目指して、教育に当たる。

重点目標 具体的目標
自己評価結果
（成果と課題）

令和３年度

評定

1 一人一人の力
を伸ばすための
授業力向上、学
力向上
　　＜知育＞

3 読書指導や読む力・ＩＣＴリ
テラシー育成等読書活動の
推進及びＩＣＴの活用を図る。

○読書ノートの活用や図書館サポーターとの連
携により、個人の読書量に関する目標達成に向
けて取り組むことができた。
〇ＩＣＴ機器については、研修を積んだり、児童に
日常的に活用させたりしたことで、意欲的に使え
るようになった。
●いろいろな種類の本を読む手立てを工夫する

２ 指導と評価の一体化や
朝の活動の工夫等個に応じ
た指導・複式指導を充実す
る。

○めあてとまとめの整合性をしっかり定め
たことにより、授業のねらいが明確になり、
分かる授業の展開ができた。
●ＩＣＴの活用やワークシートの工夫等、個
に応じた指導を更に図る必要がある。

1 基礎・基本の確実な充実
と自分の考えをもてるように
するための指導を行うことを
図る等伝え合う力を高める
授業・活動を実践する。

○低・中・高学年での学び合いの姿を明確
にしたことにより、各学級で実践を重ねるこ
とで、伝え合う力を伸ばすことができた。
●深い学びにつなげるために、更なる授業
改善が必要である。
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○　本を読ませるために、いろいろな工夫をされて大
変すばらしいと思う。また、図書館サポータも配置さ
れ、本を読ませる環境づくりにも努めている。
○　複式授業を見学し、先生の指導の様子や子どもた
ちの様子を見て感心した。
○　図書室の充実した本の並べ方を見て、子どもたち
も選びやすく、借りやすそうだった。
○　パソコン授業も、１人１台のタブレットで小さい頃か
らＰＣに触れられて時代に合っていると思った。
○　読書に関して、くれよん号の来校がとても良いと思
う。子どもたちがいろいろな本に巡り会える機会をつ
くっていただき、また、地域の方々への案内もしてもら
いありがたい。
○　パソコンを使用しての学習は、これからの勉学にと
ても役立つものと思う。子どもたちが使いこなしている
のに感心させられた。
○　コロナ禍での先生方の学力向上のための取組
は、大変だったと思う。全国へき地教育研究大会宮崎
大会も行われて、無事に終わったとの報告を受けて良
かった。
○個人の読書量も目標達成に向けて取り組んでいる
とのこと、このまま継続してほしい。

４ 家庭学習の手引きや家庭
学習の６つのポイントを活用
する等家庭学習の習慣化を
図る。

○年度当初の参観日に保護者に配付し共通理
解した。さらにその後の参観日懇談等で説明す
ることで家庭学習の充実を図ることができた。
●学級活動や朝の会・帰りの会等で、時々、児
童の意識を継続させる手立てが必要である。

２思いやりと粘り
強さをもつ豊か
な心の育成
　　＜徳育＞

1 体験活動の実践や特別
の教科道徳科の指導の充
実、安全教育の実践等道徳
教育・人権教育・特別支援教
育を充実する。

○稲作体験活動や一人一鉢運動等授業や行事
等を通して、指導の充実を図った。
●コロナ禍のために、計画していた学習を進める
ことができなかった。本年度できなかったところ
は、次年度円滑に進められるように今後準備し
ていきたい。
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○　豊かな心の育成ができていると思う。相手の気持
ちを考えて行動できるようになっている。また、地域の
皆様の御協力のおかげで、稲刈りなどの体験活動が
実施できており、とてもありがたい。
○　稲作体験は、コロナの影響で田んぼでの実践活
動が大変なときもあったが、最後の収穫祭までできて
よかった。今後も子どもたちの学校活動の記憶、想い
出に残る行事として取り組んでもらいたい。
○　学校田での稲作体験は、親も家ではあまり経験な
い中で、地域と一緒に体験できることは、子どもたちに
とって、すばらしいことであると思う。
○　見守りの時や家の前で子どもたちと話をしますが、
元気が良く、挨拶もしてくれる。
○　登下校の時、元気よく挨拶をしてくれる。
○　いじめ等なく楽しく過ごせる学校生活を送っている
とのこと、とてもありがたい。
○　コロナ禍で、持久走の見学ができず、とても残念
だった。
○　コロナ禍で計画していた学習等が進められなかっ
たことは残念だった。次年度は、計画通りに進められ
ることを願いたい。
○　不登校０、いじめ０とのことで良かった。
○　登校時の挨拶は良くできている思う。

3 集団登校時や学校生活
での指導の場の工夫によ
り、挨拶・返事の習慣化を図
る。

〇登校班会での指導や朝の常時的なあい
さつ指導により、進んであいさつできる児
童が増えた。
●あいさつ日本一になるように、今後も指
導や意識の高揚を図りたい。

2 積極的な生徒指導の徹
底や全職員の全児童への指
導等規範意識を育成する。

○全職員で、全児童への指導に当たったことで、
不登校０を達成できた。また、いじめ０も達成でき
た。
●一人一人を見ると、規範意識や思いやりの気
持ち、自立について十分育っていない児童も見
受けられるので、今後もじっくり指導を継続するこ
とが必要である。

４ 授業を通して、あるいは家
庭と連携しながら等少しのこ
とではへこたれない粘り強い
心を育成する。

〇持久走で最後まで走りきる姿や決められた掃
除を最後までやり遂げる等、授業や諸活動を通
して粘り強く頑張る心を育成することができた。
●個人差が見られるので、個に応じた指導の工
夫を図る必要がある。

２ 立腰体操及び立腰の日
の実施等立腰指導を徹底す
る。

○立腰体操は、毎朝実施できた。また、立
腰指導の日も実施できたので、体幹はまず
まず鍛えられた。
●意識の継続について、個人への指導が
必要である。

〇コロナ禍の中ではあったが、学校運営協議会
委員や保護者、地域の方に学校の学習や行事
等を少しでも知っていただくことができた。
●コロナ禍で地域支援のタイミングを逸したと転
がったので、先を見通した計画を立てる必要が
あった。
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○　ＰＴＡ（保護者）にも、学校運営協議会の活動について情
報発信した方が良いと思う。
○　コロナの影響で、学校も地域の行事等ができなかったが、
その中でも、変更しながら実施したことは良かったと思う。今
後もリモートによる学習や会議等も検討したらと思う。
○　コロナ禍で学校、地域の連携ができなかったことが残念で
ある。
○　コロナ禍では、以前より学校行事等参加できなくて残念で
す。学校運営協議会でいろいろな報告をしてもらい、地域との
つながりもできていると思う。
○　初めての協議会参加で、小学校の動きがよく分かった。
小学校のホームページもぜひ見たいと思う。このように隣同士
あるありがたい環境を良い方向につなげていきたい。共通理
解も含めて園の便りも４月から届けたいと思う。
○　コロナ禍での授業参観では、子どもたちの授業の取組が
はっきり見えてすごく良かった。

２ 学校便りやホームペー
ジ、参観日・オープンスクー
ル等による情報発信をする。

〇参観日は、予定通り進めることができた。学校
運営協議会や家庭教育学級は、実施期日を変
更した会もあったが、滞りなく実施することができ
た。
●ホームページの情報発信はできたが、情報発
信の在り方を工夫する必要があった。

４家庭・地域との
連携

１ 学校運営協議会や各地
区公民館、家庭との連携及
び高崎地区小中一貫教育の
推進を図る。

３命と健康を守
るための自己管
理能力の育成と
体力向上
　　＜体育＞

３ 体育授業の指導の工夫
や児童が主体的に運動に取
り組むための指導等体力向
上に向けた体育指導の充実
を図る。

○体育の授業の共通指導事項を示して各学級
で指導してもらった。
○５分間を毎時間取り入れたことで、持久走大会
では全員完走しタイムも伸びている児童が多
かった。
●体力テストで落ち込んだ項目（柔軟性）の引き
上げを図る必要がある。

４　安全教育の推進と安全な
環境づくりの実施等安全指
導の徹底とけが・事故の防
止を図る。

○安全点検を実施して、その都度修繕した
ことで、校内の事故を防ぐことができた。
●撤去予定の物を撤去してもらう。（子ども
の安全な生活のために）

１　食育の推進や歯の治療
率１００％・欠席０の日１５０
日を目指した保健指導等を
行い、生活リズム（早寝・早
起き・朝ご飯）の定着を図
る。

○栄養教諭との連携（授業）ができた。
○学期に1回生活リズムがんばり週間を設けて取り組んだこｔで、
欠席０の意識が継続した。
●歯の治療率アップについて、家庭への啓発を継続して行う。
●欠席０の日は１月１８日現在１２１日。児童の意識の継続を図
ることで、目標を達成したい。


